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『
菊
葉
和
歌
集
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
ら
む
」
に
つ
い
て

―『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
「
ら
む
」
研
究
補
遺
を
兼
ね
て
―

色
川

大
輔

キ
ー
ワ
ー
ド
：『
菊
葉
和
歌
集
』・
使
用
率
・
疑
問
語
・『
新
続
古
今
和

歌
集
』・「
姉
小
路
式
」

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
十
四
世
紀
末
頃
に
編
ま
れ
た
私
撰
集
『
菊
葉
和
歌
集
』
の

助
動
詞
「
ら
む
」
を
調
査
し
、
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

先
に
、『
菊
葉
和
歌
集
』
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
現
存
『
菊
葉
和
歌
集
』

の
語
学
研
究
資
料
と
し
て
の
可
能
性
と
、
語
学
資
料
と
し
て
用
い
ら

れ
た
こ
と
の
無
い
こ
と
を
述
べ
る
。

第
一
に
所
収
和
歌
総
数
に
対
す
る
助
動
詞
「
ら
む
」
の
使
用
率
に

つ
い
て
検
討
す
る
。『
菊
葉
和
歌
集
』
の
「
ら
む
」
を
含
む
い
く
つ
か

の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
勅
撰
和
歌
集
と
四
季
部
に
お
け
る
使
用
率
を

比
較
し
た
研
究
が
先
行
研
究
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ら
む
」
に

限
っ
た
場
合
の
同
様
の
集
計
を
筆
者
の
扱
え
る
数
点
の
勅
撰
和
歌
集

と
合
わ
せ
て
行
い
、
検
出
し
た
数
値
の
意
味
を
検
討
す
る
。

第
二
に
助
動
詞
「
ら
む
」
と
疑
問
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
。
参
考
文
献
一
七
に
ま
と
ま
っ
た
集
計
と
考
察
が
あ
り
、
筆
者

も
い
く
つ
か
集
計
を
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ま
で
に
あ

る
研
究
を
増
補
す
る
も
の
で
あ
る
。

合
わ
せ
て
、『
菊
葉
和
歌
集
』
と
直
接
の
接
点
は
な
く
、
後
れ
る
こ

と
四
十
年
ほ
ど
の
後
に
成
っ
た
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
に
つ
い
て
、

比
較
を
兼
ね
て
記
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

『
菊
葉
和
歌
集
』
は
参
考
文
献
一
一
を
使
用
し
た
。
勅
撰
和
歌
集

は
参
考
文
献
一
〇
を
使
用
し
た
。
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二
、
資
料
『
菊
葉
和
歌
集
』
に
つ
い
て

本
稿
が
資
料
と
す
る
『
菊
葉
和
歌
集
』
に
つ
い
て
の
現
在
に
お
け

る
認
識
は
、
大
略
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

持
明
院
統
の
伏
見
宮
に
仕
え
た
今
出
川
（
菊
亭
）
家
の
人
々

と
、
伏
見
宮
貞
成
親
王
（
後
崇
光
院
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

集
。
菊
葉
の
名
は
貞
成
親
王
の
暮
ら
し
た
今
出
川
（
菊
亭
）
家

生
活
圏
を
意
識
し
て
い
る
。
編
纂
開
始
時
期
は
未
詳
で
あ
り
、

応
永
三
1396年
か
ら
五
年
頃
発
企
、
集
内
詞
書
等
か
ら
推
察
し

て
成
立
は
応
永
七
1400年
四
月
か
ら
九
月
頃
ま
で
か
。
伝
本
は

後
崇
光
院
自
筆
本
を
祖
と
す
る
一
系
統
で
あ
り
、
書
陵
部
に
後

崇
光
院
自
筆
本
二
種
（
巻
一
〜
三
お
よ
び
巻
七
〜
一
三
）、
及
び

巻
一
か
ら
巻
六
の
伝
本
二
種
、
他
に
内
閣
文
庫
本
（
巻
一
〜
六
）

が
存
す
る
。『
新
編
国
歌
大
観
６
』
は
書
陵
部
蔵
本
の
取
り
合

わ
せ
本
、『
続
群
書
類
従
』
巻
三
七
二
に
も
入
る
が
、
続
群
書
類

従
本
は
、
内
閣
文
庫
本
と
書
陵
部
蔵
自
筆
本
（
巻
七
〜
一
三
）

の
転
写
本
の
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
。
現
存
本
は
、
春
（
上
・

下
）、
夏
・
秋
（
上
・
下
）・
冬
・
賀
・
旅
・
恋
一
〜
五
の
一
三

巻
で
あ
り
、
本
来
は
二
〇
巻
仕
立
て
で
あ
っ
た
が
、
巻
一
三
巻

尾
以
下
は
散
佚
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
本
の
総
歌
数
は
一

四
八
五
首
（
一
首
欠
）。
入
集
歌
人
は
、
御
製
、
崇
光
院
、
従
二

位
栄
子
、
従
三
位
政
子
、
今
出
川
公
直
、
今
出
川
実
直
、
庭
田

重
有
、
三
善
為
徳
、
三
善
直
衡
ら
で
あ
り
、
御
製
は
貞
成
父
栄

仁
親
王
、
従
三
位
政
子
は
貞
成
親
王
、
従
二
位
栄
子
は
治
仁
王

の
仮
名
。
歌
数
は
、
今
出
川
実
直
二
三
一
首
、
従
三
位
政
子
二

二
四
首
、
三
善
為
徳
一
四
九
首
、
今
出
川
公
直
一
一
九
首
、
庭

田
重
有
七
五
首
等
が
多
く
、
集
歌
の
詠
風
に
は
京
極
派
和
歌
の

特
徴
が
残
る
。
な
お
、
貞
成
親
王
は
従
三
位
政
子
の
名
の
外
に

源
経
定
、
読
み
人
し
ら
ず
と
し
て
も
入
集
し
、
集
の
三
割
以
上

の
歌
を
占
め
、
菊
亭
の
人
々
の
詠
で
八
割
以
上
と
な
る
な
ど
、

菊
葉
集
は
ご
く
小
さ
な
集
団
の
詠
歌
を
集
め
た
集
で
あ
っ
た
。

仮
名
序
に
よ
れ
ば
、
将
来
の
勅
撰
集
撰
集
に
備
え
て
、
特
に
貞

成
親
王
近
辺
の
和
歌
収
集
と
整
理
を
目
的
と
し
た
編
纂
で
あ
っ

た
が
、
世
に
出
ず
、『
新
続
古
今
集
』
の
撰
歌
資
料
と
も
な
ら
ず

に
終
わ
っ
た
。（
参
考
文
献
一
八
。
二
三
九
頁
・
二
四
〇
頁
）

本
稿
で
は
『
菊
葉
和
歌
集
』
に
つ
い
て
の
説
明
は
こ
の
紹
介
を
以

て
代
え
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
研
究
史
の
紆
余
曲
折

に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
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『
菊
葉
和
歌
集
』
を
取
り
上
げ
た
国
語
学
日
本
語
学
的
研
究
は
絶

無
の
よ
う
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
内
部
徴
証
や
内
容
の
検
討

の
た
め
に
行
わ
れ
た
若
干
の
も
の
を
除
い
て
は
、見
ら
れ
な
か
っ
た
。

右
の
紹
介
文
に
見
え
る
よ
う
に
、
撰
集
に
関
与
し
た
と
見
ら
れ
て

い
る
後
崇
光
院
貞
成
親
王
自
筆
の
本
が
一
部
と
は
言
え
伝
存
し
て
お

り
、
零
本
と
は
言
う
も
の
の
、
魅
力
的
な
資
料
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

言
語
資
料
と
し
て
は
、
十
四
世
紀
末
頃
の
文
語
資
料
と
し
て
、
い
ず

れ
相
応
の
位
置
を
得
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。『
菊
葉
和
歌
集
』
の

語
学
的
資
料
価
値
の
発
揮
は
、
一
に
後
世
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

三
、
助
動
詞
「
ら
む
」
の
使
用
率
の
分
布

『
菊
葉
和
歌
集
』の
助
動
詞「
ら
む
」を
取
り
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、

伊
藤
敬「
伏
見
宮
貞
成
―
北
朝
和
歌
終
焉
考
―
」（
参
考
文
献
二
所
収
）

が
あ
る
。
伊
藤
氏
は
、
参
考
文
献
九
を
引
き
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
る
。

歌
風
を
測
る
形
態
的
特
質
の
一
つ
に
、
推
定
助
辞
使
用
率
が

あ
る
。
そ
れ
は
構
文
・
叙
情
・
叙
事
の
上
で
、
古
今
集
調
の
度

合
の
目
安
と
な
る
。（
一
二
二
頁
）

常
縁
詠
は
極
端
例
に
な
ろ
う
が
「
ら
ん
」
が
約
四
百
首
の
中

の
百
首
に
及
ぶ
。
他
に
、
ら
し
・
ま
し
も
あ
る
。
な
お
飛
鳥
井

雅
縁
・
雅
世
・
雅
永
に
触
れ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
も
「
推
定
の
助

詞
多
く
、
主
観
的
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
」
と
す
る
。

右
は
室
町
期
の
歌
人
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
菊
葉
集
と
は
半

世
紀
ほ
ど
の
差
で
あ
る
。
参
考
に
な
る
。
そ
こ
で
斎
藤
氏
の
言

う
推
定
助
辞
を
「
ら
む
・
ら
し
・
ま
し
・
め
り
・
べ
し
・
け
む
・

む
・
じ
」
の
八
助
動
詞
に
広
げ
て
勅
撰
二
十
一
代
集
で
の
使
用

数
比
を
取
る
と
、
四
季
部
総
歌
数
対
使
用
歌
数
の
割
合
（
％
）

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。（
一
二
二
頁
）

古今 28
後撰 24
拾遺 27
後拾遺 22
金葉 31
詞花 28
千載 26
新古今 20
新勅撰 22
続後撰 27
続古今 32
続拾遺 24
新後撰 27
玉葉 13
続千載 23
続後拾遺 28
風雅 13
新千載 25
新拾遺 30
新後拾遺 23
新続古今 23

（
一
二
二
頁
。
表
中
の
罫
線
を
除
い
た
）

ま
ず
は
八
代
集
中
で
の
新
古
今
集
の
低
さ
が
目
立
つ
が
、
際

立
つ
の
が
、
玉
葉
集
と
風
雅
集
の
二
集
で
あ
る
。
前
記
の
東
常

縁
・
飛
鳥
井
の
人
人
の
詠
を
二
条
歌
風
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
集

の
推
定
助
辞
使
用
率
が
京
極
派
の
特
色
を
示
す
と
言
え
る
。
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こ
こ
で
菊
葉
集
を
調
べ
て
み
る
と
、
玉
葉
・
風
雅
集
に
近
く
、

％
と
集
計
さ
れ
る
。
外
形
的
特
質
と
し
て
、
こ
の
三
集
の
類

16似
性
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。（
一
二
二
頁
）

こ
こ
で
は
、
対
象
を
本
稿
の
主
題
で
あ
る
助
動
詞
「
ら
む
」
に
限

り
、『
菊
葉
和
歌
集
』
と
筆
者
の
こ
れ
ま
で
に
数
値
を
出
し
た
こ
と
の

あ
る
五
の
勅
撰
和
歌
集
と
に
つ
い
て
、
伊
藤
氏
に
倣
っ
て
使
用
率
を

出
し
て
検
討
す
る
。

『
千
載
和
歌
集
』・『
新
勅
撰
和
歌
集
』・『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
つ
い

て
は
、
異
本
歌
が
あ
り
、
総
計
に
は
異
本
歌
を
含
む
。

『
菊
葉
和
歌
集
』
が
第
一
巻
か
ら
第
十
三
巻
ま
で
の
零
本
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
勅
撰
和
歌
集
に
つ
い
て
は
、
比
較
の
た
め
、
総
数
の
他

に
、
第
一
巻
か
ら
第
十
三
巻
ま
で
に
限
定
し
た
集
計
を
示
す
。

ま
た
、
伊
藤
氏
の
集
計
と
の
比
較
を
す
る
た
め
、
四
季
部
の
み
に

限
っ
た
集
計
も
合
わ
せ
て
掲
げ
る
。

一
覧
中
で
用
い
た
用
語
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
総
歌
数
」

文
献
全
体
ま
た
は
集
計
範
囲
に
収
録
さ
れ
た
和
歌

の
総
数
を
指
す
。

「
使
用
歌
数
」
助
動
詞
「
ら
む
」
の
用
例
が
あ
る
和
歌
の
総
数
を

指
す
。

「
使
用
数
」

助
動
詞
「
ら
む
」
の
用
例
数
を
指
す
。
一
首
の
和

歌
に
複
数
の
用
例
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、「
使
用
歌

数
」
と
分
け
て
示
し
た
。

「
使
用
率
」

「
使
用
数
」
を
「
総
歌
数
」
で
除
し
た
結
果
。
百
分

率
で
小
数
点
以
下
第
一
位
ま
で
示
し
た
。

『
菊
葉
和
歌
集
』

総
歌
数

使
用
歌
数

使
用
数

使
用
率

総
計

一
四
九
〇

一
二
五

一
二
五

八
・
四
％

四
季
部

九
四
二

九
一

九
一

九
・
七
％

『
古
今
和
歌
集
』

総
歌
数

使
用
歌
数

使
用
数

使
用
率

総
計

一
一
一
一

一
一
五

一
一
六

一
〇
・
四
％

巻
十
三
ま
で

六
七
六

七
九

八
〇

一
一
・
八
％

四
季
部

三
四
二

五
一

五
一

一
四
・
九
％

『
千
載
和
歌
集
』

総
歌
数

使
用
歌
数

使
用
数

使
用
率
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総
計

一
二
九
〇

一
七
三

一
七
三

一
三
・
四
％

巻
十
三
ま
で

八
三
九

一
二
〇

一
二
〇

一
四
・
三
％

四
季
部

四
七
五

七
六

七
六

一
六
・
〇
％

『
新
勅
撰
和
歌
集
』総

歌
数

使
用
歌
数

使
用
数

使
用
率

総
計

一
三
八
二

一
五
〇

一
五
〇

一
〇
・
九
％

巻
十
三
ま
で

八
六
〇

九
五

九
五

一
一
・
〇
％

四
季
部

四
四
二

五
四

五
四

一
二
・
二
％

『
続
後
撰
和
歌
集
』総

歌
数

使
用
歌
数

使
用
数

使
用
率

総
計

一
三
八
一

一
五
六

一
五
六

一
一
・
三
％

巻
十
三
ま
で

八
六
三

一
〇
七

一
〇
七

一
二
・
四
％

四
季
部

五
二
九

六
八

六
八

一
二
・
九
％

『
新
続
古
今
和
歌
集
』総

歌
数

使
用
歌
数

使
用
数

使
用
率

総
計

二
一
四
四

二
八
四

二
八
四

一
三
・
二
％

巻
十
三
ま
で

一
三
三
一

一
七
三

一
七
三

一
三
・
〇
％

四
季
部

七
四
四

一
一
三

一
一
三

一
五
・
二
％

助
動
詞
「
ら
む
」
に
限
っ
て
言
え
ば
、
四
季
部
で
の
集
計
の
使
用

率
は
、
い
ず
れ
の
撰
集
に
お
い
て
も
、
総
計
に
お
け
る
も
の
よ
り
も

高
率
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
主
題
の
特
性
が
窺
え
る
。

四
季
部
に
お
け
る
率
を
伊
藤
氏
の
集
計
と
比
較
し
て
み
る
と
、
伊

藤
氏
の
調
査
し
た
八
種
の
助
動
詞
の
う
ち
「
ら
む
」
が
い
ず
れ
の
集

に
お
い
て
も
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

総
計
を
見
て
も
四
季
部
に
限
っ
て
見
て
も
、
伊
藤
氏
の
指
摘
ど
お

り
、『
菊
葉
和
歌
集
』
は
他
の
撰
集
よ
り
使
用
率
が
低
い
。『
菊
葉
和

歌
集
』
が
「
ら
む
」
の
使
用
に
抑
制
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
数
値
で

あ
る
。
こ
の
低
さ
は
主
流
派
に
対
す
る
反
発
と
も
位
置
づ
け
う
る

し
、
そ
の
表
現
の
特
性
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

『
千
載
和
歌
集
』
が
顕
著
な
高
率
を
示
し
て
い
る
。
伊
藤
氏
の
集

計
を
参
照
す
る
と
、『
古
今
和
歌
集
』
と
『
千
載
和
歌
集
』
と
『
続
後

撰
和
歌
集
』
と
の
間
に
は
、
八
種
の
助
動
詞
の
使
用
率
で
は
二
％
の
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差
し
か
無
い
が
、
助
動
詞
「
ら
む
」
に
つ
い
て
見
る
と
、『
千
載
和
歌

集
』
に
お
け
る
使
用
率
は
顕
著
に
高
く
、
八
種
で
見
れ
ば
よ
り
高
い

『
古
今
和
歌
集
』・『
続
後
撰
和
歌
集
』
よ
り
も
高
い
。

『
千
載
和
歌
集
』
に
次
い
で
い
る
の
が
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
で
あ

る
。
こ
の
集
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
氏
の
集
計
を
参
照
す
る
と
、
八
種

の
助
動
詞
の
う
ち
「
ら
む
」
が
占
め
て
い
る
比
率
に
つ
い
て
も
、
他

の
勅
撰
集
に
比
べ
、
相
当
の
高
率
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
特

徴
的
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、『
菊
葉
和
歌
集
』
と
も
共
通
し
て
い
る
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
疑
問
語
と
の
併
用
に
つ
い
て

筆
者
は
か
つ
て
、
勅
撰
和
歌
集
等
に
用
い
ら
れ
た
助
動
詞
「
ら
む
」

の
疑
問
語
と
の
併
用
の
有
無
に
つ
い
て
、
参
考
文
献
七
に
お
い
て
、

参
考
文
献
一
七
を
は
じ
め
と
し
た
松
尾
氏
の
研
究
と
、
筆
者
自
身
の

行
っ
た
集
計
を
ま
と
め
て
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
に
一
部
修
正

し
、『
菊
葉
和
歌
集
』
を
合
わ
せ
た
も
の
を
示
す
。

『
菊
葉
和
歌
集
』
総
計
一
二
五
例

疑
問
語
な
し

一
八
例
（
約
一
四
％
）

疑
問
語
あ
り

一
〇
七
例
（
約
八
六
％
）

『
万
葉
集
』（
松
尾
氏
）
総
計
二
二
七
例

疑
問
語
な
し

一
〇
八
例
（
四
八
％
）

疑
問
語
あ
り

一
一
九
例
（
五
二
％
）

『
古
今
和
歌
集
』（
松
尾
氏
総
計
一
二
二
例
・
色
川
総
計
一
一
六

例
）

（
松
尾
氏
）
疑
問
語
な
し

三
六
例
（
三
〇
％
）

疑
問
語
あ
り

八
六
例
（
七
〇
％
）

（
色
川
）
疑
問
語
な
し

四
四
例
（
約
三
八
％
）

疑
問
語
あ
り

七
二
例
（
約
六
二
％
）

『
千
載
和
歌
集
』（
色
川
）
総
計
一
七
三
例

疑
問
語
な
し

二
三
例
（
約
一
三
％
）

疑
問
語
あ
り

一
五
〇
例
（
約
八
七
％
）

『
新
古
今
和
歌
集
』（
松
尾
氏
）
総
計
二
二
七
例

疑
問
語
な
し

三
六
例
（
一
五
％
）

疑
問
語
あ
り

一
〇
五
例
（
八
五
％
）

『
新
勅
撰
和
歌
集
』（
色
川
）
総
計
一
五
〇
例

疑
問
語
な
し

二
九
例
（
約
一
九
％
）

疑
問
語
あ
り

一
二
一
例
（
約
八
一
％
）

『
続
後
撰
和
歌
集
』（
色
川
）
総
計
一
五
六
例
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疑
問
語
な
し

一
六
例
（
約
一
〇
％
）

疑
問
語
あ
り

一
四
〇
例
（
約
九
〇
％
）

『
新
続
古
今
和
歌
集
』（
色
川
）
総
計
二
八
四
例
（
※
）

疑
問
語
な
し

一
八
例
（
約
六
％
）

疑
問
語
あ
り

二
六
六
例
（
約
九
四
％
）

分
布
と
し
て
は
、『
千
載
和
歌
集
』
以
降
の
中
世
勅
撰
和
歌
集
と
比

し
て
、『
菊
葉
和
歌
集
』
を
取
り
分
け
て
異
と
す
る
点
が
あ
る
よ
う
に

は
見
え
な
い
。『
菊
葉
和
歌
集
』
は
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
や
「
家
の

三
代
集
」
を
通
し
て
見
え
る
傾
向
の
上
に
あ
る
。

こ
こ
で
筆
者
の
想
起
す
る
の
は
、
助
動
詞
「
ら
む
」
に
つ
い
て
の

語
法
学
史
を
語
る
際
に
あ
ま
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
、「
姉
小
路
式
」

冒
頭
「
は
ね
て
に
は
の
事
」
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

「
姉
小
路
式
」（『
天
仁
遠
波
十
三
ヶ
条
口
伝
』）

は
ね
て
に
は
の
事
。
覧
と
う
た
か
ハ
ん
に
ハ
。
か
。
か
ハ
。
か

も
。
な
に
。
な
と
。
い
つ
。
何
国
。
い
か
に
。
い
か
成
。
い
か

て
か
。
幾
度
。
誰
。
何
れ
。
是
等
の
言
葉
の
い
ら
す
し
て
は
ね

ら
れ
侍
ら
ぬ
に
そ
。（
参
考
文
献
一
三
。
五
頁
・
六
頁
。
句
点

を
補
っ
た
）

こ
れ
は
参
考
文
献
一
七
の

斯
の
如
く
し
て
新
古
今
の
ら
む
の
疑
問
体
は
八
五
％
に
も
達

し
、
遂
に
中
古
の
語
法
家
を
し
て
次
の
如
く
説
か
し
め
る
に
至

つ
た
。（
一
六
九
頁
。
漢
字
の
字
体
を
改
め
た
）

と
評
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
の
和
歌
史
の
し
か
ら
し
め
た

も
の
と
さ
れ
る
。『
菊
葉
和
歌
集
』
も
「
姉
小
路
式
」
の
語
る
と
こ
ろ

の
傾
向
に
沿
っ
て
い
る
と
ひ
と
ま
ず
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
り
な
が
ら
、『
続
後
撰
和
歌
集
』
と
の
差
は
百
数
十
年
を
経
る
も

の
な
の
で
と
も
か
く
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
と
比
し
て
一
割
近
く
の

差
異
が
あ
る
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
撰
集
当
時
、
後
崇
光
院
貞
成
親
王
は
存
命
で

あ
る
。
親
王
自
身
の
歌
風
の
変
遷
は
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
同
時
代
的
で
あ
り
な
が
ら
大
き
な
相
違
を
示
し
て
い
る

こ
と
は
、
両
集
の
歌
風
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
。

な
お
、
右
の
一
覧
中
「
※
」
を
付
し
た
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の

集
計
に
つ
い
て
は
、
一
例
に
つ
い
て
疑
問
語
有
無
の
分
類
に
つ
い
て

の
見
解
が
、
参
考
文
献
八
の
発
表
時
か
ら
、
筆
者
の
中
で
変
わ
っ
た

た
め
、
か
つ
て
示
し
た
も
の
と
相
違
が
あ
る
。
具
体
的
な
説
明
は
本

稿
末
の
附
節
に
て
行
う
。
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五
、「
姉
小
路
式
」「
は
ね
て
に
は
の
事
」
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
「
姉
小
路
式
」
の
「
は
ね
て
に
は
の
事
」
の
成
書
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
。

『
菊
葉
和
歌
集
』
は
後
続
の
勅
撰
和
歌
集
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
と

同
時
代
性
の
あ
る
撰
集
で
あ
る
。『
新
続
古
今
和
歌
集
』
に
比
し
て

『
菊
葉
和
歌
集
』
は
助
動
詞
「
ら
む
」
と
疑
問
語
と
の
結
び
つ
き
が
緩

や
か
で
あ
っ
た
が
、
結
び
つ
く
傾
向
は
他
の
撰
集
と
同
様
に
持
っ
て

い
た
こ
と
を
見
た
。

「
姉
小
路
式
」の
冒
頭「
は
ね
て
に
は
の
事
」と
類
似
の
認
識
を『
新

続
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
飛
鳥
井
雅
世
が
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と

参
考
文
献
四
で
述
べ
た
。「
は
ね
て
に
は
の
事
」
様
の
認
識
は
、
京
極

派
風
と
も
基
盤
を
共
有
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。
先
行
研
究
で
も
考
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
程
度
の
差
も
窺
え
る
。
先
行
研
究
で
は
流
派
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
た
様
子
が
な
い
が
、
こ
の
差
は
京
極
派
と
飛
鳥
井
家
ま
た
は

二
条
派
と
を
分
け
る
性
質
の
も
の
と
考
え
て
み
た
い
。

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
が
示
す
強
い
疑
問
語
併
用
専
用
の
傾
向
は
、

筆
者
が
以
前
述
べ
た
よ
う
な
、
た
だ
の
時
代
的
な
推
移
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
よ
り
強
く
意
識
的
に
推
し
進
め
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、『
菊
葉
和
歌
集
』
と
い
う
、
よ
り
近
い
時

期
に
編
ま
れ
た
、
歌
風
を
異
に
す
る
も
の
と
の
比
較
に
よ
り
、
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。

疑
問
語
併
用
を
当
然
と
す
る
あ
り
方
、
疑
問
語
併
用
専
用
へ
の
傾

き
は
、
京
極
派
も
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
、
当
時
歌
学
の
一
般
的

傾
向
で
あ
る
が
、
傾
向
は
そ
れ
だ
け
で
は
成
書
成
文
た
り
え
な
い
。

傾
向
が
あ
る
こ
と
と
一
書
と
な
る
こ
と
に
は
深
い
懸
隔
が
あ
る
。
傾

向
を
突
き
詰
め
、
彫
琢
し
、
撰
集
に
結
実
さ
せ
る
よ
う
な
強
い
意
識

化
無
く
し
て
、「
姉
小
路
式
」
は
生
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。『
新
続
古

今
和
歌
集
』
の
あ
り
方
は
、「
姉
小
路
式
」
の
成
立
と
同
じ
地
平
に
立

つ
力
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

六
、
飛
鳥
井
家
歌
学
と
「
姉
小
路
式
」「
は
ね
て
に
は
の
事
」

本
節
表
題
に
飛
鳥
井
家
の
名
を
出
し
た
が
、
本
稿
は
「
姉
小
路
式
」

飛
鳥
井
家
編
述
説
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
。

「
姉
小
路
式
」の
編
述
が
飛
鳥
井
家
に
よ
る
も
の
で
な
く
て
も
、『
新

続
古
今
和
歌
集
』
か
ら
窺
え
る
助
動
詞
「
ら
む
」
に
つ
い
て
の
方
法

論
は
、
書
記
す
れ
ば
「
姉
小
路
式
」
の
「
は
ね
て
に
は
の
事
」
と
同
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様
の
も
の
と
な
ろ
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

京
極
派
の
撰
集
に
見
え
る
伊
藤
氏
の
所
謂
「
推
定
助
辞
」
の
使
用

率
の
低
さ
は
、
京
極
派
の
独
自
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
系
譜

に
『
菊
葉
和
歌
集
』
も
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
助
動
詞
「
ら
む
」

に
限
り
、
残
巻
全
編
を
見
た
本
稿
で
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
低
率
を
「
ら
む
」
へ
の
関
心
の
低
さ
と
見
れ
ば
、
京
極
派
撰

集
の
あ
り
方
は
「
姉
小
路
式
」
の
「
は
ね
て
に
は
の
事
」
の
記
事
を

生
む
ほ
ど
の
関
心
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。

飛
鳥
井
家
と
「
姉
小
路
式
」
を
結
び
つ
け
る
徴
証
の
よ
う
な
も
の

は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
。
例
え
ば
、

参
考
文
献
一
は
、「
姉
小
路
式
」
の
伝
本
の
一
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

姉
小
路
式
の
系
統
の
も
の
で
は
、
以
上
の
外
に
『
飛
鳥
井
家

和
歌
式
』
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
後
土
御
門
、
後
柏
原
の

御
代
の
人
飛
鳥
井
雅
俊
か
ら
伝
は
つ
た
も
の
で
あ
る
。（
二
五

一
頁
）

ま
た
、
根
上
剛
士
「
姉
小
路
式
の
研
究

三
」（
参
考
文
献
一
二
所

収
）
に
は
、

Ｂ
９

秘
伝
天
爾
波
抄

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

内
題
同
じ

「
飛
鳥
井
家
題
詠
大
意
」
と
合
綴
。（
二
二
九
頁
・
二
三
〇
頁
）

と
、「
姉
小
路
式
」
の
諸
伝
本
の
中
に
、「
飛
鳥
井
家
」
の
名
の
あ
る

文
献
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
見
え
る
。

飛
鳥
井
家
と
「
姉
小
路
式
」
と
の
関
わ
り
が
、
茫
洋
と
し
た
と
こ

ろ
か
ら
漠
然
と
感
じ
ら
れ
る
中
で
、
根
来
司
「
手
耳
葉
口
伝
」（
参
考

文
献
一
四
所
収
）
は
永
和
元
年
の
奥
書
を
持
つ
「
姉
小
路
式
」
の
一

本
『
手
耳
葉
口
伝
』
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。

そ
の
作
者
は
井
上
氏
が
先
に
あ
げ
た
柳
原
忠
光
、
徳
大
寺
実

時
、
今
出
川
実
直
、
洞
院
公
定
ら
の
誰
で
も
な
く
、
こ
の
飛
鳥

井
雅
家
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
飛
鳥
井
の

家
は
他
の
家
と
違
っ
て
歌
道
秘
蔵
録
と
深
く
か
か
わ
り
が
あ

り
、
現
に
飛
鳥
井
家
和
歌
式
な
ど
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。（
九

三
頁
・
九
四
頁
）

管
見
で
は
「
姉
小
路
式
」
の
編
述
と
飛
鳥
井
家
と
を
直
接
に
結
び
つ

け
た
の
は
、
こ
の
根
来
氏
の
論
を
初
め
と
す
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の

見
方
に
対
し
て
、
根
上
剛
士
「『
八
代
集
手
爾
葉
』
と
『
和
歌
手
爾
葉

伝
授
』」（
参
考
文
献
一
二
所
収
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

近
年
、
い
わ
ゆ
る
「
姉
小
路
式
」
の
原
著
と
い
う
べ
き
も
の

は
、
飛
鳥
井
家
の
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
説
も
提
起
さ
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れ
て
い
る
。
飛
鳥
井
家
の
て
に
を
は
に
関
す
る
伝
書
、
及
び
家

学
（
歌
学
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
説
に
対
し
て
は
、

本
稿
の
筆
者
は
、
い
わ
ゆ
る
「
姉
小
路
式
」
が
、
飛
鳥
井
家
の

人
の
手
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
（
二

六
四
頁
）

根
上
氏
の
論
ず
る
と
こ
ろ
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
和
歌
手

爾
葉
伝
授
』
の
合
わ
せ
る
と
こ
ろ
を
参
照
す
れ
ば
、
飛
鳥
井
雅
俊
の

著
作
『
八
代
集
手
爾
葉
』
は
「
姉
小
路
式
」
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が

な
い
の
で
、「
姉
小
路
式
」
は
飛
鳥
井
家
歌
学
を
発
祥
と
す
る
も
の
と

は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
か
ら
窺
え
る
助
動
詞
「
ら
む
」
に
つ
い
て
の

方
法
意
識
は
、
文
字
に
す
れ
ば
「
姉
小
路
式
」
の
「
は
ね
て
に
は
の

事
」
と
同
様
の
も
の
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く

な
い
。
こ
こ
か
ら
見
る
に
、「
姉
小
路
式
」
の
編
述
が
飛
鳥
井
家
に
よ

る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、「
姉
小
路
式
」
の
担
い
手
は
、
様
々
な
物

証
が
ほ
の
め
か
す
よ
う
に
、
や
は
り
二
条
派
の
人
々
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

七
、
お
わ
り
に

本
稿
は
、『
菊
葉
和
歌
集
』
と
い
う
材
を
借
り
て
、
国
語
日
本
語
史

な
ら
び
に
国
語
学
日
本
語
学
史
に
つ
い
て
、
想
像
を
繰
り
広
げ
て
み

た
も
の
で
あ
る
。

『
菊
葉
和
歌
集
』
と
い
う
時
期
的
に
近
く
歌
風
を
異
に
す
る
撰
集

と
い
う
好
資
料
を
得
た
た
め
、
別
の
姿
を
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

「
姉
小
路
式
」
の
「
は
ね
て
に
は
の
事
」
と
類
似
の
傾
向
を
『
新
続

古
今
和
歌
集
』
の
み
で
な
く
、
助
動
詞
「
ら
む
」
使
用
を
比
較
的
控

え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
『
菊
葉
和
歌
集
』
も
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
歌
壇
一
般
の
趨
勢
で
あ
っ
た
と
見
た
。

「
姉
小
路
式
」
が
編
述
さ
れ
る
主
力
は
二
条
派
の
人
々
に
よ
っ
て

担
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
筆
者
は
考
え
る
。『
春
樹
顕
秘

抄
』
以
降
の
増
広
流
伝
を
担
っ
た
人
々
を
考
え
て
も
、
そ
れ
が
自
然

で
は
な
い
か
。

顧
み
て
、『
菊
葉
和
歌
集
』
内
部
に
つ
い
て
の
考
察
は
出
来
て
い
な

い
。
本
稿
で
は
『
菊
葉
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
ら
む
」
の
使
用
率
の

低
さ
を
「
関
心
の
低
さ
」
と
言
っ
て
は
み
た
が
、
そ
の
具
体
な
姿
に
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つ
い
て
は
見
て
い
な
い
の
で
、
た
だ
の
当
て
推
量
に
過
ぎ
な
い
。
詳

細
な
計
量
的
分
析
、
他
の
撰
集
と
の
精
細
な
比
較
な
ど
、
す
べ
き
こ

と
を
殆
ど
し
て
い
な
い
こ
と
は
憾
み
で
あ
る
。

附
節
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
用
例
に
つ
い
て

四
に
述
べ
た
本
稿
に
お
い
て
参
考
文
献
四
か
ら
帰
属
を
変
更
し
た

例
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
解
説
す
る
。
対
象
は
次
の
一
首
で
あ
る
。

い
づ
く
に
も
衣
う
つ
な
り
秋
風
や
里
を
ば
か
れ
ず
夜
さ
む
な
る

ら
む
（
五
三
〇
番
、
藤
原
俊
頼
朝
臣
。
七
三
三
頁
）

参
考
文
献
八
で
は
「
秋
風
や
」
の
係
助
詞
「
や
」
を
「
夜
さ
む
な

る
ら
む
」
の
「
ら
む
」
と
呼
応
す
る
疑
問
表
現
を
構
成
し
て
い
る
と

考
え
、
こ
れ
を
「
疑
問
語
あ
り
」
に
分
類
し
た
。
し
か
し
、「
秋
風
ガ

夜
さ
む
な
る
ら
む
」
と
い
う
擬
人
表
現
と
考
え
る
必
要
も
無
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
例
を
「
秋
風
や
里
を
ば
か
れ
ず
」
で
本
来

係
結
び
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
結
び
が
「
流
れ
」
を
来
し
て
、

「
ら
む
」
で
結
ん
で
い
る
よ
う
な
外
形
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
、

「
疑
問
語
な
し
」
に
分
類
し
た
。

こ
の
歌
の
下
三
句
は
、「
秋
風
の
里
を
か
れ
ず
や
」
と
い
っ
た
句
と

類
似
の
表
現
意
図
で
あ
り
、「
秋
風
や
里
を
ば
か
れ
ぬ
」（
ソ
レ
デ
）

「
夜
さ
む
な
る
ら
む
」
と
い
う
形
の
原
因
・
理
由
の
表
現
に
な
る
べ
き

と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
形
の
文
に
な
っ
た
の
は
、
音
数
律
の
都
合
に

よ
り
係
助
詞
「
や
」
を
「
秋
風
」
の
句
に
属
さ
せ
た
こ
と
と
共
に
、

助
動
詞
「
ら
む
」
は
疑
問
語
と
呼
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
終
止
し
て
い
る
上
文
を
「
ら
む
」
の

疑
問
の
原
因
・
理
由
と
す
る
、『
古
今
和
歌
集
』
に
見
え
る

む
か
し
べ
や
今
も
こ
ひ
し
き
郭
公
ふ
る
さ
と
に
し
も
な
き
て
き

つ
ら
む
（
一
六
三
番
歌
、
た
だ
み
ね
。
一
三
頁
）

の
よ
う
な
、
上
述
し
た
と
こ
ろ
の
文
章
構
成
法
が
衰
退
し
て
い
た
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
が
理
由
と
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

「
疑
問
語
あ
り
」
専
用
化
が
伸
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、「
疑

問
語
な
し
」
の
表
現
法
の
種
類
や
幅
の
貧
困
化
を
兼
ね
て
も
た
ら
す

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ま
た
、
右
の
『
古
今
和
歌
集
』
歌
に
見
え
る
文
章
構
成
法
に
従
う

と
、二
句
で
切
れ
、更
に
四
句
で
切
れ
る
と
い
う
、三
文
構
成
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
嫌
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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【
参
考
文
献
一
覧
】（
編
著
者
指
名
の
五
十
音
順
に
排
列
し
、
同
一
編

著
者
名
の
中
は
発
表
年
月
順
に
排
列
し
た
）

一
、
安
藤
正
次
『
国
語
学
概
説
』（
広
文
堂
、
昭
和
四
年
三
月
）

二
、
伊
藤
敬
『
室
町
時
代
和
歌
史
論
』（
新
典
社
、
平
成
一
七
年
一
一
月
）

三
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
前
期
』（
風
間
書
房
、
昭
和

三
六
一
二
月
初
版
、
昭
和
五
九
年
六
月
改
訂
版
）

四
、
色
川
大
輔
「『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
「
ラ
ム
」」（「
国
学
院
大
学
大
学

院
紀
要
文
学
研
究
科
」
第
三
九
号
、
平
成
二
〇
年
三
月
）

五
、
色
川
大
輔
「「
家
の
三
代
集
」
に
お
け
る
助
動
詞
「
ラ
ム
」
の
用
法
に

つ
い
て
」（「
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
」
第
四
〇
号
、

平
成
二
一
年
三
月
）

六
、
色
川
大
輔
「
さ
れ
ば
が
含
蓄
さ
れ
て
居
る
と
見
れ
ば
―
助
動
詞
「
ら

む
」
の
語
法
を
め
ぐ
る
批
判
史
覚
書
―
」（「
国
語
研
究
」
第
八
〇
号
、

平
成
二
九
年
二
月
）

七
、
色
川
大
輔
「
武
家
歌
人
今
川
氏
真
の
詠
作
に
お
け
る
助
動
詞
「
ら
む
」

に
つ
い
て

―
疑
問
語
と
の
結
び
つ
き
を
め
ぐ
っ
て

―
」（「
国
学

院
雑
誌
」
第
一
一
八
巻
第
六
号
、
平
成
二
九
年
六
月
）

八
、色
川
大
輔「「
此
の
ら
む
は
静
心
な
く
を
受
く
る
な
り
」
―
或
る「
新

説
」
の
解
釈
史
上
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て

―
」（「
国
学
院
雑
誌
」

第
一
一
八
巻
第
一
二
号
、
平
成
二
九
年
一
二
月
）

九
、
齋
藤
清
衞
『
近
古
文
芸
思
潮
史

応
永
・
永
享
篇
』（
明
治
書
院
、
昭

和
一
一
年
一
月
）

一
〇
、「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観

第
一
巻

勅
撰
集
編

歌
集
』（
角
川
書
店
、
昭
和
五
八
年
二
月
）

一
一
、「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観

第
六
巻

私
撰
集
編
Ⅱ

歌
集
』（
角
川
書
店
、
昭
和
六
三
年
四
月
）

一
二
、
根
上
剛
士
『
近
世
前
期
の
て
に
を
は
書
研
究
』（
風
間
書
房
、
平
成

一
六
年
三
月
）

一
三
、
根
来
司
解
説
『
姉
小
路
式
・
歌
道
秘
蔵
録
・
春
樹
顕
秘
抄
・
春
樹
顕

秘
増
抄
』（
勉
誠
社
、
昭
和
五
二
年
一
二
月
）

一
四
、
根
来
司
『
て
に
を
は
研
究
史

―
て
に
を
は
秘
伝
書
を
中
心
と
し

て

―
』（
風
間
書
房
、
昭
和
五
五
年
八
月
）

一
五
、
野
村
剛
史「
三
代
集
ラ
ム
の
構
文
法
」（
川
端
善
明
・
仁
田
義
雄『
日
本

語
文
法

体
系
と
方
法
』〈
ひ
つ
じ
書
房
、一
九
九
七
年
一
〇
月
〉所
収
）

一
六
、
松
尾
捨
治
郎
『
国
語
法
論
攷
』（
文
学
社
、
昭
和
一
一
年
九
月
。
白

帝
社
、
昭
和
三
六
年
一
月
追
補
版
）

一
七
、
松
尾
捨
治
郎
『
助
動
詞
の
研
究

自
他
の
対
応
を
中
心
と
し
て
』

（
文
学
社
、
昭
和
一
八
年
二
月
）

一
八
、
和
歌
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
成
二
六
年
一
二
月
）
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